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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、リン酸化タンパク質のスタスミンファミリーのメンバーをコードします。スタスミンタンパク質は、微小管のダイナミクスとシグナル伝達に機能します。コードされているタンパク質は、ニューロンの成長を調節する役割を果たし、骨形成にも関与していると考えられています。この遺伝子の発現低下は、ダウン症候群およびアルツハイマー病と関連付けられています。この遺伝子には、選択的スプライシングを受けた転写バリアントが観察されています。この遺伝子の擬似遺伝子は、6番染色体長腕に位置しています。[RefSeq提供、2010年11月],機能:ニューロンの分化、および神経突起伸展時の細胞骨格と膜の相互作用の調節に役割を果たす可能性があります。,PTM:SUMO化。,類似性:スタスミンファミリーに属します。,細胞内局在:発達中のニューロンの核周細胞質、軸索、および成長円錐の点状構造に関連します。 SCG10は可溶性および膜結合型の両方で存在する。,組織特異性:ニューロン特異的。,
	研究分野
	微小管ダイナミクスの制御
	画像データ
	

	パラフィン包埋ヒト小腸癌組織の免疫組織化学分析。1、SCG10（リン酸化Ser73）ウサギポリクローナル抗体を1:200に希釈（4℃で一晩）。2、クエン酸ナトリウムpH 6.0を用いて抗原賦活化（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈した。

